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２０２２年 ４３回クリーンハイクを実施しました。 

 

今年の✿クリーンハイクが 5 月 29 日（日）9 時～16 時に実施されました。 

水質調査用の採水は、従来のクリーンハイク前日のみではなく、クリーンハイク当日及び翌週の日曜日な

ど、お願いする会の事情を考慮しながらの採水となりました。 

 

さて、今回は３年ぶりのクリーンハイク実施ですが、開会式は無しとし、受付の際に計画書を確認と一緒

に備品・参加記念品・グリーンの小旗を手渡して、さぁ水分補給を十分に、元気に楽しく気を付けて行っ

てらっしゃぁーいでスタートです。 

クリーンハイクの小旗は、一人一本をザックの横に指して行けると良かったんですが、あいにくそれ程の本数

は無かったので、各グループごとになるべく多くお渡しし、出来るだけ目立つようにお願いしました。 

お天気は良すぎるくらいで、風が爽やかに感じられました。 

私は大倉本部待機だったのですが、家族連れでキャンプ用品を携えた人たちが水無川の河原へ次から次

へと向かって行きました。 

午前中の 10 時過ぎまでバスから次々に登山者が降りて、大倉尾根へと向かって行きます。 

だいぶ通常通りの日常になって来たのかなぁと思いました。 

 

熱中症の心配をしましたが、お願いした下山時刻には、皆さん元気にゴミ袋を携えて収集場所へ戻られま

した。 今回は新スポウォーキングの方々10 名の参加をいただき、見晴らし茶屋では労山会員との懇親

で大いに盛り上がったようです。（もちろん、コロナ対策は言うに及ばずです） 

ゴミ袋を持って帰って来た人たちから、新しいゴミより大分古いものが土の中から顔を出し、それを引っ張り

出して取って来たといった塩梅だったようです。 

 

新しいゴミ・古いゴミと合わせて８５．４５㎏のゴミを持ち帰って頂きました。 

合計参加者は１２６名でした。 

皆様お疲れ様でした。 

 

近頃は啓発活動に重点を置いたものになっておりますが、「丹沢に年に一度は恩返し！」 

皆さん、これからもよろしくお願いいたします。 

 

クリーンハイク実行委員長 関根さち子 
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5/28 ●水質検査　　１３：００～１６：００

～

6/5

担当： 伊藤

5/29 ●大倉本部（大倉バス停前） ●ヤビツ本部　 ヤビツ峠バス停前

　・要員集合　７：３０　 ・受付開始　8：30

　・受付開始　８：００

　・軍手・ゴミ袋・トング・小旗・腕章を受領し、各コースへ。

●本部要員

末吉

佐藤・宮坂・野々村

入山口 コース 清掃場所 下山口 担当会 会員

Ａ．大倉尾根 新スポ 10

見晴茶屋 山ブキの会 2

堀山の家 大倉ー堀山の家 川崎労山 6

大 Ｂ．大倉尾根 堀山ー花立山荘 川崎ＨＣ 3

　　花立 大倉 やま＋＋ 7

藤沢山の会 7

倉 Ｃ．大倉尾根 花立山荘ー塔ノ岳 カモの会 11

　　塔ノ岳 メーグリ家 3

大倉本部 1

Ｇ．表尾根 二ノ塔ー三ノ塔 大倉 相模ＡＣ 7

　　三ノ塔 ー大倉 地平線の会 4

ヤ 　　二ノ塔 菩提峠ー三ノ塔 みずなら山の会 11

ビ

ツ Ｉ．大山 ヤビツ～大山 川崎ＨＣ 17

峠 　イタツミ尾根 ～ヤビツ ヤビツ峠

ヤビツ本部 2

田駐 Ｍ、寄 花じょろう道、 小田原ナーゲル 7

代車 高松山 高松山 　寄

向場 虫沢古道

会員参加人数 98

要員 大倉本部 ヤビツ本部 水質調査 見晴茶屋宿泊 合計

他 5 2 15 6 126

　・会のメンバーが揃い次第、本部に参加人数を連絡し山行計画書を提出。

　・計量後ごみ置き場に持ち込む。

　開会式・閉会式は無し

●第43回　2022丹沢クリーンハイク実施要綱一覧                

水無本谷（ 相模ＡＣ ）、源次郎（みずなら山の会 ）,勘七の沢ツメ（ＡＣ横浜      )

後沢,二俣(渡辺、伊藤 、北野)、塔ノ岳水場（メーグリ家福島）

渡辺（090-2422-6644）

高橋

●ヤビツ峠本部要員

関根（090-8043-8673）

一軒屋避難小屋（小田原ナーゲル山の会）

リーダー

大倉ー大倉高原ー見晴
茶屋
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2022 年ゴミ集計表 

  担当会 参加人数 不燃ごみ 可燃ごみ 合計 

Ａ 大倉尾根 新スポ 10 0.5 4 4.5 

 見晴小屋 山ブキの会 2 0 0.45 0.45 

 堀山の家 川崎労山 6 4.3 2.1 6.4 

Ｂ 大倉尾根 川崎ＨＣ 3 2.5 2.7 5.2 

 花立 やま＋＋ 7 7.5 3 10.5 

  藤沢山の会 7 0.7 0.5 1.2 

Ｃ 大倉尾根 カモの会 11 5 0.5 5.5 

 塔ノ岳 メーグリ家 3 0 0.1 0.1 

  みずなら山の会 1 0 0.1 0.1 

Ｇ 表尾根 相模ＡＣ 7 4.5 2.75 7.25 

 三ノ塔 地平線 4 0.75 4.5 5.25 

Ｉ 大山 川崎ＨＣ 17 11.5 6 17.5 

イタツミ尾根         0 

Ｇ 三ノ塔 

みずなら山の会 11 0 1 1 

          

ヤビツ峠 ヤビツ本部 2 8 5 13 

寄・高松山 小田原ナーゲル 7 5 2.5 7.5 

            

計 98 50.25 35.2 85.45 
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1986年～2022年のゴミ集計

年 88 90

月 6 6 6 6 6 5 5 5 5 5

日 4 3

可 不 可 不 可 不 可 不 可 不 可 不 可 不 可 不 可 不 可 不

燃 燃 燃 燃 計 燃 燃 計 燃 燃 計 燃 燃 計 燃 燃 計 燃 燃 計 燃 燃 計 燃 燃 計 燃 燃 計

物 物 物 物 物 物 物 物 物 物 物 物 物 物 物 物 物 物 物 物

戸沢林道 16 23 39 118 319 436 245 133 26 27 53 27 196 223 280 14 294 202 332 534

大倉尾根 39 52 92 239 25 140 165 16 171 187 19 128 147

西山林道 16 35 51 70 284 353

県民の森 142 543 685 21 145 168

塔ノ岳 109 81 189 358 292

丹沢山 20 130 150

大山 8.8 61 69 23 60 83 34 89 123 34 100 134 41 246 287

日向薬師

十六丁目

岳ノ台 5.2 2 7.2 27 103 130 9 34 43 42 75.8 118 92 31 122

二ノ塔 0 170 170 6.9 218 224 0 619 619 6 341 347 17 1015 1032 10 140 150

三ノ塔 11 45 55 2 54 56 8 192 200 15 54 69 8.5 28 36.5 6 11 17

新大日 33 13 48 5 77 82 2.2 65 67 0.5 50 51 2.8 302 305 22 147 169

鍋割山

くぬぎ山

ヤビツ峠 8 87 95

不動尻

西丹沢

ゴミ量 22 23

袋 袋

参加者 134 84

み

ろ

く

山

の

会

32

名

為県のﾍﾘが飛んだ

1996 1997 1998 199986 1991

12

2814

(+大倉

(ｵﾊﾞｹ沢) (ｵﾊﾞｹ沢)

（＋三ノ塔
尾根

120

13 12

161

ﾐﾆｸﾘｰﾝﾊｲｸ

不燃物473㎏+5

1992 1993 1994 1995

26 25 31 30

89

体

6

9

1217.15

487

と共催

84

200 326

6

8

45

44 77 121

953

45

9

団

822

169

722

218

778 1624.5

248 199

1905.6 1098.3

372 243

1513.1

322 362

6.8 82

*前夜祭

ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ

ＨＡＴ－Ｊ *NO2調査 *朝日新聞 *行政との *大山,表尾 新大日、

参加

*丹沢大山

ｸﾘﾝﾋﾟｱ21

に加盟

*前夜祭

ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ

に梶谷氏、

鈴木澄雄氏

(丹沢ﾌﾞﾅ党)

参加

*ﾌﾞﾅ観察会

*大学WV参

加(神奈川

に大沢氏

(丹沢自然

保護協会)

梶谷氏(丹

沢ﾌﾞﾅ党)

開始*自然

保護団体

の参加

大学）

*森の集会 *前夜祭

と共催 ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ

*前夜祭、 に奥野氏

ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ (丹沢自然

に白鳥氏( 保護協会)

丹沢自然 参加

保護協会)

WV参加

(神奈川大

局長)参加

*ﾌﾞﾅ観察会

*大学・高校

参加（内一

学,東高校)

(96年11月)

*ﾌﾞﾅ観察会

和田氏(森 報告書

の集会事務 作成

ｺﾞﾐ回収の

ﾐﾆｸﾘｰﾝﾊｲ

*ｸﾘｰﾝﾊｲｸ *二ノ塔廃材 を実施

般143名） 実施後の は回収がほ

小屋の集中

清掃の実施

ｸ)10月19日

具体策を

要求)*大日

*行政との

その他

屋の廃材, 生の参加が

話し合い ｺﾞﾐ処理の 増えている

*報告書 行政への ぼ終了した

作成 提案(山小 *大学、高校

に掲載し、 話し合い 根ｺｰｽに集 二ノ塔の

過去最高の (97年2月) 中 集中清掃
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年

月 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5

日

可 不 可 不 可 不 可 不 可 不 可 不 可 不 可 不 可 不 可 不

燃 燃 計 燃 燃 計 燃 燃 計 燃 燃 計 燃 燃 計 燃 燃 計 燃 燃 計 燃 燃 計 燃 燃 計 燃 燃 計

物 物 物 物 物 物 物 物 物 物 物 物 物 物 物 物 物 物 物 物

戸沢林道 28 179 207 90 215 305 0 7.9 7.9 17 23 40 15 16 31 2.3 0.2 2.5 10 41 51 0.1 6.3 6.4

大倉尾根 33 418 451 60 152 212 909 73 83 25 217 243 28 161 189 23 104 127 18 68 84 0.2 52 52

西山林道 2.7 15 18

県民の森 4.5 6 11 10 40 50 7.4 13 21 14 19 33 14 80 94

塔ノ岳 0 1 14 15 4.9 31 36 0 1.2 1.2

丹沢山 6.5 26 32 15 38 53 2.4 26 28 0 15 15

大山 12 21 33 22 56 78 57 152 209 84 139 222 25 123 149 11 66 77 2 14 16

日向薬師 0 29 29 2 6 8 2.4 5.1 7.5 3 5 8

十六丁目 29 338 368

岳ノ台 54 43 97 29 41 70 18 71 90 39 71 110 16 108 124 5 31 36

二ノ塔 51 80 131 13 29 42 16 10 26 5 3 8 3 6 9 2 18 20 0 4 4

三ノ塔 4 18 22 11 58 68 12 18 30 35 48 83 9 6 15 8.7 47 58

新大日 45 100 145 14 105 145 5.4 50 56 6.2 36 42 9.5 25 34 4.2 56 60 0.2 17 17

鍋割山 4 9 13 6.6 6 13 1 4 5 0.7 8.7 9

くぬぎ山 3 6 9 14 9 23 8 16 23 9.4 6.9 16 0 28 28

ヤビツ峠 6.2 6.2 0.1 78 78 0 40 40 14 2 16

不動尻

西丹沢

ゴミ量

参加者

一般参加

者は雨天の

ため中止。

林道清掃

大ごみは

は市に報告

2008 2009

36 40

2000 2001 2002 2003 2004 20072005 2006

589.5

156

28 27 27 29 30 29 28

4.1

27 25 31

379

40 204その他

523.6

178 254 351 353 348 380 253 400

1405.5 871.5 1107.2 675.7 441

234 308

16 16 31

74

84.8 207

*雨のため 雨のため

85 333

規模を縮小 規模を縮小

林道を中心 林道を中心

二ノ塔の

集中登山を

に清掃

*新大日

共催）

に実施した

実施(みろく

山の会と
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年

月 5 5 5 5 5 5 5 5

日

可 不 可 不 可 不 可 不 可 不 可 不 可 不 可 不 可 不

燃 燃 計 燃 燃 計 燃 燃 計 燃 燃 計 燃 燃 計 燃 燃 計 燃 燃 計 燃 燃 計 燃 燃 計

物 物 物 物 物 物 物 物 物 物 物 物 物 物 物 物 物 物

戸沢林道 23 35 58 32 33 65

大倉尾根 1.5 1.4 3 10 26 36 4 14 18 6 47 53 2.2 13 15 5 13 18 4.3 9.8 14.1 4.95 10.4 15.35

西山林道 24 34 58 0 9 9

県民の森

塔ノ岳 2 4 6 1 10 11 6 28 34 3 21 24 1 0 1 1.4 2.5 3.9 0.75 5.75 6.5

丹沢山 1 10 11 2 5 7

大山 0 1 1 19 68 87 18 98 116 10 42 52 7 14 21 13 31 44 9 20 29 5.5 20.8 26.3

日向薬師

十六丁目

岳ノ台 0.2 3 3 17 13 30 1 0 1 3 15 18 1 0 1 0.5 0.5 1 0.2 0.8 1

二ノ塔 0 1 1

三ノ塔 15 32 47 0.3 14 14 2 2 4 3 14 17 3 5 8

新大日 4 12 16 5 7 12 3.8 0.8 4.6 0.9 2.95 3.85

鍋割山 1 36 37 6 6 12 6 6 12 4 9 13 1 2 3 0.31 0.25 0.56

くぬぎ山 1.8 11 13 4 6 10 3 8 11 2 10 12 1 15 16

ヤビツ峠 0 0.2 0.2] 0 3 3 0.6 2.2 2.8

不動尻 7 36 43

西丹沢 0 5 5 1 1 2 0 6.5 6.5 3 20.5 23.5

ゴミ量

参加者

雨天の為 雨天の為

一般参加 林道清掃

者は中止。

林道を清掃

2010 2011 2012

その他

2.6 4.8 7.4

2013 2014 2015 2016

2830 29 26 25 31 29

2017

20

0.40.3 0.1

80 291 326 337 270

132 75.4 280 92 69.3

288 229

229 179 129

94

例年より ﾔﾋﾞﾂ峠増

める。 おかげで

25名 めに！

備48名 登山道整

山の会の

神奈川大学

21名参加

運びして

40周年を

登山道整備

では砂利

もｺｰｽ対象

者は56名 いくらいの

ﾜﾝﾀﾞｰﾌｫｰ

道を整え

た。来年は

参加 備、みろく しい。林道

向える

ｹﾞﾙ部から

大段幕欲 取り組む。

説明が不 西丹沢の

登山道整 大倉尾根 充分。大倉 檜洞丸を

水質調査 行動が早 ｺﾞﾐ仕分け 日中。

指導あり に。

天気は晴 天気予報

一週間早 発ﾊﾞｽあり 一般参加 が外れ,暑

88.81

227

11.5 11.5

2018

5

27

0 0.250.25
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年

月

日

可 不 可 不 可 不 可 不 可 不

燃 燃 計 燃 燃 計 燃 燃 計 燃 燃 計 燃 燃 計

物 物 物 物 物 物 物 物 物 物

戸沢林道

大倉尾根 13.15 3.5 16.7 12.75 15.5 28.25

西山林道

県民の森

塔ノ岳 1.2 0.6 1.8 0.6 5 5.6

丹沢山

大山 7.5 4 11.5 6 11.5 17.5

日向薬師

十六丁目

岳ノ台

二ノ塔

三ノ塔

新大日 4.6 0.7 5.3

鍋割山

くぬぎ山

ヤビツ峠 5 8 13

不動尻

西丹沢 2 1.5 3.5 2.5 5 7.5

ゴミ量

参加者

コロナ禍 2年間の中止を

大規模行事 神奈川県自然川県 経て、実施した。

自粛のため 環境保全センター各会、新スポ・

中止となる。 を訪問し、5月 ウォーキング

または秋の実施 クラブの初参加

を相談したが、 もあり、新たな

コロナ急拡大で 出発となる。

中止となる。

2021年3月

2020

5

その他

2019

8.25 5.25 13.5

165

5

26

12.6 2.5 15.1

4 0.9 4.9

58.8

2023

5

126

0.1 0 0.1

85.45

2021 2022

5 5

29
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　神奈川県勤労者山岳連盟  自然保護委員会

今年の丹沢水質調査は、5月28日（土）に3年ぶりに実施することができました。

ご協力いただいた会の皆さま、有難うございました。

丹沢の沢や水場の｢大腸菌」の検査をしています。これで陽性●ということは、糞便汚染が

あることを意味しています。今年は以下の７ヶ所で大腸菌が検出されました。

そこで、飲む場合は、沢の水は上流であっても煮沸することをお奨めします。

今年は丹沢ボラネット（※参照）の水質調査場所のうち６ヶ所を担当しました。

従来から担当している塔ノ岳水場、大倉高原山の家水場、後沢乗越の水場、二俣の他に

新たに用木沢出合と一軒屋避難小屋前水場を担当しました。

そして今年は、大倉高原山の家と用木沢出合の2ヶ所の採水ができませんでした。

これからも丹沢の水質調査を行っていきます。

引き続きご協力をよろしくお願いいたします。

場所 大腸菌 場所 大腸菌

水無本谷（出合い） 陽性●　 二俣 陽性●　

水無本谷(ツメ） 陰性○　 塔ノ岳水場 陰性○ 　

源次郎（出合い） 陽性●　 大倉高原山の家 ─

源次郎（ツメ） 陽性●　 一軒屋避難小屋前水場 陽性●　

勘七の沢（ツメ） 陽性●　 用木沢出合 ─

後沢乗越の水場 陽性●　 　

◇計量の対象＝大腸菌／１00ｍｌ　：（財）新日本検定協会　　　

※　丹沢大山ボランティアネットワーク（略称：丹沢ボラネット）。丹沢大山で自然環境に

　　関わる活動を実践しているボランティア団体のネットワーク。

　　神奈川県の支援のもと、現在30をこえる団体が参加している。

　

ご協力していただいた会　：相模アルパインクラブ　　　アルパインクラブ横浜　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　みずなら山の会　　　　　　小田原ナーゲル

　　　　　　　　　　　　　　　　　地平線の会　　　　　　　　　メーグリ家　　　　　　

2022年丹沢水質調査

採水日：2022年5月28日（土）ほか　天気：晴れ（前日：雨のち晴れ）

今回、大腸菌が陰性○のところでも、天候の条件などによって検出されることがあります。　　
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　　　　　丹沢山域水質調査結果（過去32年間の推移）

地図 A B C D I J K P E F L M N O

採水場所
＼
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の
泉
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岳
沢
水
場

ゴ
マ
屋
敷
水
場

一

軒
家
避

難
小

屋
前

水
場

用
木
沢
出
合

2022/5/28 ● 〇 ● ● － ● ● ● ○ ○ ○ 〇 ○ ● － 　
2021中止 － － － － － － - － － － － － －
2020中止 － － － － － － - － － － － － －

2019/5/25 ● ● ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○
2018/5/26 ● ○ ● ● ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○
2017/5/27 ● ○ ● ○ ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○
2016/5/28 ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○
2015/5/30 ● ○ ● ○ ● ● ○ ○ ● ● ○ ○ ● ○ ○
2014/5/24 ● ● ○ ○ ● ○ ○ ○ － ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○
2013/5/25 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○
2012/5/19 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
2011/5/28 ● ○ ● － ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ●
2010/5/29 ○ ○ － － ● － ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
2009/7/12 － － － － － － － － － ○ － ○ ○ ● ● － ○ ○
2009/5/30 ● ○ ● ○ ● ● ● ● － ● － ● － ● ○ ○ ● ○
2008/5/24 ○ ○ ○ ○ ● － － － － ● － ○ ○ － ○ ○ ○ ○

07/5/26 ● ○ ● ○ ● ● － － － ● － － ○ － ○ ○ ○ ○

06/5/27 ● ○ ● ● ● ● － － － ● － ○ ○ － ○ ○ ○ ○
05/5/28 ● ○ ○ － ○ ○ － － － ● － ● ○ － ○ ● ● ○

04/5/29
●
２

●
１

●
９

●
１

●
５

○

戸
沢
出
合

戸
沢
ツ
メ

－
●
１

－
●
１

○ －
●
５１

○ ○ ○

 03/5/24
●
９

●
２

●
１１

●
２

●
４

○ －
●
３

－ ○ ○
　
－

○ ○ ○
●
１

 02/5/25 ● ● ● ○ ● ● ● ● － ● － ● ○ － ○ ○ ● ○
01/5/26 ● ○ ○ ○ ● ● ● ● － ● － － ○ － ○ ○ ○ ○
 00/5/27 ● ● ● ● ● ● ● ● － ● － ● ○ － ● ● － ●
99/5/29 ● ● ● ● ● ● ● ● － ● － ● ○ － ○ － － ○
98/5/30 ● ● ● ● ● ● － ● － ● － ● － － ● － －
97/5/24 ● ● ● ● ● ● － ● － ● － ● － － ○ － － －
96/06 ● ● ● ○ － － － ○ － ● － ● － － ○ － － －

95/6/04 ● ○ ● ○ ● ● ● ○ － ● － ● － － ○ － － －
94/6/05 ● － ● ● ● ● ○ ● － ● － ● ○ ● ○ － － ○
93/6/13 － － ● － ● － ○ － － － － － ○ ● － － － ○
92/6/14 － － ● － ● － ● － － － － － － ● － － － －
91/6/09 － － － － ○ ● ● － － － － － － － － － ○ －

《不検出（陰性）○、検出（陽性）●、調査無し－》 ◇計量の方法＝上水試験方法
◇計量の対象＝大腸菌/100ml (2005～2011年）、大腸菌群数／1ml (2003～04年）

大腸菌群／50ｍｌ (1991～2002年）
◇計量依頼先＝（財）新日本検定協会（1995-2011年） （株）日本環境クリエイト（1991-1994年）

＊2022年竜神の泉、葛葉の泉、春岳沢水場、ゴマ屋敷水場はボラネットの調査結果より転記
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水質★検査 

地平線の会                                          伊藤 美江子 

 

水質調査の採水：後沢乗越し・二俣            5 月 28 日 

前日朝に大雨が降り実施が危ぶまれましたが、28 日は絶好の登山日和になりました。３人で緩やか

な道を歩いて採水場所に行くのですが、新緑が輝いて、まぶしいくらいです。気温が上がり、すれ違う登山

者の多くは半袖の装い。次の 2 カ所で採水を行いました。 

◇後沢乗越し水場：後沢乗越し分岐の少し上にある湧水。例年は水が少ないが今年は小さな滝のよ

う。水量が豊富で滝の音も大きく、聴いていると涼気を感じる。 

◇ 二俣：      勘七沢の下流にもあたる場所。大雨で水流が増し川底の石が移動したので、作

業員がパワーショベルを使って流れを元に戻す作業中。その合間に採水。この辺りは四十八瀬川の清

流と林道を囲む緑を満喫できる遊歩道もあります。 

水質調査は新型コロナにより 2 年間中止。再開が待ち望まれていました。｢沢の水は飲まないので、水質

調査の意味はないのではないか。｣という声もあります。それでも、丹沢の水を調査することは、丹沢の自

然に関心を持つことに繋がる。そう感じた一日でした。 
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【参加者感想】 

山ブキの会                                            佐藤 千代子 

【大倉高原～見晴らし茶屋】 

2 名で参加しました。 

本部の受付係を終わってから少し遅れて出発しました。 

軍手・トング・ゴミ袋・緑色の小旗を付けて・・・クリーンハイクの格好です。 

しばらくはゴミは無く空っぽのゴミ袋をふわふわさせ歩きました。 

途中、小屋の跡地のようなところで、かなり古い缶、プラ、ガラスを見つけトングで引き抜き集めてきました。 

茶屋（見晴らし茶屋）で新スポの皆さんと談笑しながら、T さんが用意してくれたコーヒーをいただき、昼

食にしました。 

新緑がきれいで木陰も多く歩きやすかったので、「ここなら来れるね」と私たちの会でも次回の山行計画に

入れようと思いました。 

しばらくぶりで皆さんに会え、楽しいクリーンハイクでした。 

 

相模アルパイン                               杉浦 珠紀 

 

久しぶりのクリーンハイクは天候に恵まれ気持ちよく歩けた 

相模のコースはヤビツ峠から三ノ塔、三ノ塔尾根から大倉。 

もうそれほどのゴミはないだろうと思いつつ出発すると、出だしの道路沿いに結構ゴミがあった。登山道に入

ると、二ノ塔までの間には懐かしのファンタのビンや錆びた缶など沢山。今はビンで飲み物を山に持って来る

ことはないだろうが、その当時は大変だったのねと思いつつ、でも捨てていけません！ 

雨にあらわれ出てくるのか昔のゴミが目についた。 

ゴミは総計 13 キロ！参加してくれた皆様のおかげです。ありがとうございました。 

  

 



14 

 

川崎ハイキングクラブ (大倉尾根コース)                高岡 良一 
 

山行日 ： ２０２２年５月２９日(日) 快晴 

参加者 ： 竹内ＣＬ、原、高岡（感想文） 

コース ：  大倉（標高２９０ｍ） ⇔ 花立山荘（標高１３００ｍ） 
 

２９日は、すごく暑くなるという天気予報を聞き、熱中症にならないか心配しましたが、大倉から花立

山荘の手前までは、新緑の木陰に恵まれ、心地よく登れました。 

また、老若男女、たくさんの人が登っていて、平和っていいなと改めて感じたり、富士山や太平洋もきれ

いに見えて感動したり、観音茶屋のフルーツ入りの牛乳豆腐も、大倉のレストハウスの生ビールと焼き鳥も、

おいしかったし、いいハイキングでした。 

クリーンハイクのお世話をして頂いた方々、ありがとうございました。 

なお、私達が、クリーンハイクの方々の前の方を歩いていたようですが、ごみは、あまり落ちておらず、 

拾ったごみは、３人で、可燃ごみ２．７kg、不燃ごみ２．５kg でした。 

大倉尾根は、大人数でクリーンハイクを行わなければならない状態ではないので、今のクリーンハイクは

登山道整備のみに変更し、今後は、神奈川県内の山に限らず色んな山で、神奈川県連所属の各会が、

山行のついでにごみも拾ったら良いのではと思いました。そのためには、ごみを拾う時にトングを使うと、手も

汚れず、腰もさほどかがめなくて済み、すごく楽だったので、各会で、会員の方にトングを支給しても良いの

ではないかと思いました。   
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やま++                                              西ケ花 千春 

三年振りに開催されたクリーンハイク当日は猛暑で朝のニュースでは『熱中症に注意して下さい！』と呼び

掛けていました。8 時半ごろ大倉バス停の近くの本部で軍手、ビニール袋、トング、クリーンハイクの小旗を

受領し、久しぶりの大倉尾根を登り始めました。途中、見晴茶屋で前泊していた最年長の柴田さんと合

流。青空の下、きれいな新緑と山々の景色に癒されながら、木々にかこまれ日陰のできた登山道をゆっく

りしたペースで登りました。意識していつもよりも水分補給に努めました。 

前回、我々のチームは登山道整備の担当でしたが、今年は私としては初めての清掃活動を行いました。

登山者のマナー意識向上からか、目立つゴミはほとんど見つからず、ちらほら飴やガムの紙くず、原型不明

なプラスチック&ガラスの欠片等を回収。駒止茶屋の付近では土の中に埋まっているワインの瓶や年代物

のサッポロビールの空缶を皆で掘り出し回収しました。 

 登山者の方々から『清掃登山ですか！』『ゴミあるんですね！』と声を掛けられました。今回の清掃活動

により、山や自然の保護の大切さが伝われば良いと思いました。 

 

 

 

地平線の会                                 磯部 津輝子 

 

40 年近く参加してきている「丹沢クリーンハイク」は大切な取組だ。無事終了出来て、ほっとしている。で

も、2 日出ずっぱりはきつくなっている。 

 

5 月 28日 水質調査、前夜祭 

今回、水質調査はお役御免になった。会の伊藤さんと北野さんが、二俣と後沢乗越の調査に参加した。 

例年は見晴らし茶屋で前夜祭をしていたが、コロナ禍で、原則、役員の宿泊のみと設定した。 

見晴小屋は藤沢の高橋さんのおかげで快適に過ごせる。テラスから眼下の街を眺めながら、行きかう登山

者の姿に山に登る思いを想像し、憩いのひと時。 
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5 月 29日 

ヤビツ峠にて 

当日、5 時起床して、大倉に下山。大倉本部に実行委員長の関根さんを残して、渡辺さんとヤビツ峠本

部に向かう。 

 

岳ノ台～表丹沢林道～大倉へ 

地平線の仲間が来たので、受付の仕事はお任せして、本日のコース「岳ノ台」へと出発。 

 
岳ノ台は 899ｍのピークであるが、登る魅力はある。旧ヤビツ峠からの富士山の眺め、パラグライダーの滑

走、菩提峠の風神の祠などを楽しみながら歩いていく。うれしかったのは、丹沢クリーンハイクの小旗をつけ

ていると、「何をしているのですか」とか「ご苦労さま」と声をかけてくれたことだ。 

菩提峠からは、表丹沢林道を歩き、牛首で萩山林道を経て、戸川林道へ出て、大倉への舗装された林

道のはしごである。このコースを選択したのは、丹沢に数多くある林道はどのように利用されているのかなと

興味を持ったことと、1990 年代に大倉尾根を貫く「水無堀山林道」が着々と作られ、大きな反対運動が

起り、県連でも自然保護団体と協力して、署名活動などして建設を中止させたことを思い出していた。水

無堀山林道が合流するはずだった表丹沢林道は、今は頑丈なゲートで車やバイクは入れず、登山者、バ

ードウォッチャー、自転車のみが通る静かな道になっているのである。舗装された道は足にやさしいとはいえ

ないが、新緑が美しく、鳥の声を楽しみ、モミジイチゴを摘んだり、のんびりと歩き、仲間の待つ大倉へと下っ

た。来年はどこのコースを歩きましょうか。お疲れ様でした。 

地平線の会参加者 植田米利子、北野順子、鈴木容子(新人)、磯部津輝子(記録) 

 

 

もたもたと準備をしていると、みずならの末吉さんがきてく

れ、テキパキと仕事をし、周辺のゴミを拾い、草むしりを

して、受付はすっきりとした。参加者を迎えるだけだ。相

模、みずなら、川崎ハイク、地平線のメンバーが来ると、

気分が上がってくる。古くからの仲間と、元気で会えるの

は何よりだ。 

 

ゴミは古いゴミが埋まっているが、あえて掘り起こさな

い。各山頂、休憩地点はまだ「持ち帰りのマナー」が

徹底していないころ埋められたものだ。土を流出させな

いように、そっと表面だけひろう。タバコ、飴の紙、ビニー

ル、登山者の忘れ物、古いカン、ビン、ペットボトルな

どが目立つ。駐車場はゴミが多い。車や自転車、バイ

クを楽しむ人たちにもアピールが必要なようだ。 
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みずなら山の会                                   小川 眞澄 

 

５．２９クリーンハイクに参加しました。コースは菩提峠から二の塔～三の塔までです。 

お天気に恵まれ暑いぐらいでした。ヤビツ峠で清掃道具を受け取り、菩提峠へ移動。駐車場は車がおけ

ないぐらい満車状態。天気が良いためか皆出かけてき

たようだ。 

みずなら清掃グループは総勢１１名。菩提峠からす

ぐに林の中の道に入る。昔バリエーションで通った道だ

が、今では足跡もしっかりついていて普通の登山道と

変わらない。ゴミ探しにキョロキョロしながら登るがほとん

どゴミがない。最近の登山者はマナーが良くなったのか

なー、と話しながら。途中日本武尊の足跡の碑に寄

る。林の中ばかりを歩くので日焼け防止にはよい。 

二の塔、三の塔は大勢の登山者で賑わっていた。帰

りは元来た道を帰る。クリーンハイクはゴミの収穫は少なかった。ご苦労さまでした。 

 

藤沢山の会                                            柿木 都 

 

普段とは違う思いで歩く登山､クリーンハイクの小旗を付けた我々の姿を多くの登山者が振り返り活動の

様子を見て行きました｡予定エリアにほとんどゴミはありませんでしたがゴミが無い環境作りはゴミを捨てない

行動に繋がるのではと言う思いが持て､長年に渡る取り組みの意義を感じる事が出来た１日でした｡コロ

ナ禍でこれまでと比べ参加人数は減りましたが参加者一人一人がクリーンハイクの意義を考える１日であ

ったと思います｡温暖化の影響が進み､5 月も夏日になる日が増え､出来ればもう少し早い時期での実施

を検討頂ければと考えます｡ 
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小田原ナーゲル                               石崎 淳一 

 

① クリーンハイクの件ですが、 

企画はとても良いと思います。後から来る人も気持ちいいだろうし、きれいな所は汚したりししにくく

なり、かなりの効果があると思います。 

 何より、自分自身の気持ちも豊かになるので、継続して企画して頂きたいです。場所と時期の

選定については、丹沢はヤマビルの生息地なので、 もう少し早めとか、紅葉時期の方が助かりま

す。ゴミゼロ（5 月 30 日）に合わせる事も大事とは思いますが・・・ 

②林道沿いにはたくさんゴミが捨てられていたが、登山道にはあまりゴミはなかった。ゴミよりも大量

のヤマヒルに気をとられてしまった。天気はよく、初夏の山登りも楽しめた。 

③雲一つない青空の元、ゴミ袋片手に始まったクリーンハイク、予想通り山道にはゴミは少なかっ

たですがアスファルト道路脇でかなり収穫ありました。 

松田町の方からお礼を言われたり、山頂からの眺めも最高で気持ちの良いクリーンハイクになる

はずでしたが…… ヒル攻撃で大騒ぎ、大被害者約 1 名、出血大サービスでした。普段の山歩

きで最近思うことは、不織布マスクの落とし物が多いこと、不織布マスクはプラスチック原料が含ま

れ自然には還らないと聞いています。普段の山歩きではゴミとして拾う事も出来ず、心痛めながら

通り過ぎています。歩きながらうっかり落としてしまう事あると思いますが、充分に注意して歩こうと

自分に戒めています。今まで落としてしまった物、サングラス、手袋、汗拭きタオル… 改めて気を

つけなきゃ！と感じたクリーンハイクでした。    

④石崎の感想 

 3 年ぶり？のクリーンハイクでした。以前行われていた対面式の会議が zoom 会議となったり、

また、私事ですが仕事のため zoom 会議や、ナーゲル山の会の会議も参加出来ずによくここま

で出来たと思います。これも皆様のサポートのお陰と感謝する次第です。また、松田町役場から

軍手とゴミ袋を事前に頂き助かりました。可燃物ゴミ 2.5 キロと不燃物ゴミ 5 キロは指定場所に

ドロップしておきました。翌日役場の方が無事回収して頂きました。今回特筆すべきは地元の方

に感謝されたことです。我々ハイカー自身が過去捨てたゴミ（だいぶ以前のモノを含む）を回収

しただけなのに、地元の方々に褒めて頂くのはある意味でモチベーションが上がります。山ヒルは別

にして、また来年も奉仕に来ようかと思いました。 

  

 

 

 

 

 

 

【高松山山頂にて】 



19 

 

川崎ハイキングクラブ（イタツミ尾根）               樋渡 輝彦 

◎山行日：5 月 29 日（日）   大山イタツミ尾根コース ： 17 名（山行報告参照）   

 

2022 年の丹沢クリーンハイクは快晴に恵まれ、新緑の中さわやかな風が通り、気持ちの良いハイキン

グ日和となりました。計画書に記載されていたよりも 2 本早い 7 時 16 分発のヤビツ峠行のバスに担当の

河合さんと一緒に乗車しました。バスの運転手はサービス精神にあふれ、車窓から見える景色、秦野の農

業の歴史、ヤビツ峠の謂れなどを到着までずっと説明してくれ、親切。 

ヤビツ峠には既に丹沢クリーンハイクの旗が何本も立ち、県連の渡辺会長が待っていてくれました。川崎

ハイキングクラブからは CL の小柳(昭)さん、SL の清水さんと黒木さんはじめ、総勢１７名の参加でイタ

ツミ尾根コースを大山頂上目指してスタートしました。登山道に落ちているゴミは極めて少なかったですが、

休憩場所の周辺にはあり、途中きれいな富士山を見ることができラッキーでした。KHC で集めたゴミは可

燃ゴミ 6kg、不燃ゴミ 11.5kg とのこと。私は前日まで腰痛だったのでちゃんと歩けるか心配でしたが、

KHC 会員としての最後のクリーンハイクとなるため是非参加したいと思っており、ゆっくりペースで歩いていた

だいたお陰で、無事下山でき、安堵しました。 

今後は思い入れの強い秩父事件の困民党の足跡を訪ねる旅を続けること、高齢者の組織である年金 

者組合の軽いウォーキングや囲碁を楽しみながらやっていこうと考えています。 
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新スポ神奈川ウォーキングクラブ                          吉越 悦子 

 

10 名で参加                            

202２年 5 月 29 日(日)小田急渋沢駅に 7 時 20 分 

に集合(朝が早くてチョッとつらかった)、バスで約 15 分 

秦野ビジターセンターのある終点大倉に着くと受付の 

女性たちが出迎えてくれた。 

記念品、ゴミ袋、軍手、クリーンハイク名入りの旗を 

受け取り、いざ出発！全員クリーンハイクは初めてだが、 

仲間と一緒だと心強い。「水源環境保全税を活用 

して、丹沢大山の自然再生に取り組んでいます」の 

看板が目にとまる。きれいな水飲み場も設置されていた。 

「みろく山の会」が整備してくれたという登山道に感謝し 

ながら私たちはゴミをさがしゆっくり登って行った。 

天気も良く元気な多くの登山者でにぎやかだ。飴の小さな袋、ごく小さな紙切れ、割れたビンなどを拾った。

大観望の水道も電気も使わない Eco 処理システムのきれいなトイレ、大きな休憩台に感心したあと、 

見晴茶屋までの楽園のような尾根道を堪能した。 

拾ったゴミの計測記録・・・可燃ゴミ 4 ㎏、不燃ゴミ 0.5 ㎏でした。ゴミありましたね！ この素晴らしい 

丹沢とクリーンハイクに感謝して来年もまた来たいです。 

 

 

メンバーの感想 

▼途中でお会いした登山者から、「お疲れ様です」と声掛けがありました。感謝されているのかと思うと 

少々嬉しくなりました。 

▼すれ違う登山者が丹沢クリーンハイクの緑の旗を見て「ご苦労様！」と声をかけてくれました。お陰で 

ボランティアしているんだと実感できました。観音茶屋の牛乳プリンも美味しくて嬉しい一日でした。 

▼新緑の中の山歩きは最高ですね！見晴茶屋の管理人さんに親切にしてもらい感謝です。また、 

途中の観音茶屋で食べた特製牛乳プリンは都会では味わえない美味しさでした。 

▼改めて山の景色に感動しました。久しぶりのハイキング、ゴミをさがしながらでも、緑の匂い、鳥のこえ・・・

だから私は山が好き。 

 

 

 

 

 

 

大観望への分岐 
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▼初夏の暑さでの山歩き、新緑に癒され、近辺の山々の景色を楽しめてとても良かったです。 

▼はじめてのクリーンハイクは楽しかったです！ 

 

    

 

 

ヤビツ★本部 

ヤビツ本部                               相模 AC      渡辺三男 

 

前日、水質検査の採水をして見晴茶屋に泊まった。 

５時半に出発し、大倉で大倉本部の資材を車から降ろし、ヤビツ峠に向かう。７時頃に到着。 

が、駐車場は満杯で道路も路駐でいっぱい。何とか路駐する。 

しばらくすると駐車場から一台車が出たので、これ幸いと急いで駐車場に移動する。 

のぼり旗を設置し、トイレ前のベンチで受け付け準備を始める。 

ヤビツ本部には、川崎 HC（大山）、みずなら山の会（三の塔）、相模 AC（三の塔）、地平線の会

（岳の台）４つの会が集合する。 

８時ごろから、バスが着くたびに懐かして顔に出会う。３年ぶりの再会で挨拶に賑わった。 

ゴミ袋・軍手・トング・記念品を渡し、全員に小旗をザックに付けてもらう。 

開会式は行わないので、メンバーが揃い次第会ごとに出発。９時過ぎに最後の会が出発した。 

その後渡辺は一人本部に残り、S さんは周辺のゴミ拾いを行う。 

ヤビツ峠売店の中村さん（丹沢自然保護協会理事長）と雑談。最近のヤビツ峠を訪れる人々の混雑

はすごい、特に自転車やバイクのツーリングが多い、また、ヤビツ峠の駐車場は前日から車中泊の登山者

もいるそうだ。トイレ前の水たまりが利用者が通りにくくなっていたので、スコップで水を掻き出した。 

 １時過ぎに、みずなら山の会が下山してきた。相模 AC と地平線の会は大倉へ下山。 

２時半頃に川崎 HC が下山し、これで全員が下山した。 

 今回のゴミの量は全部で３２キロでした。その後本部を撤収して大倉本部へ向かった。 

 【大観望】  

昔山小屋があった処  

 【見晴茶屋】  
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丹沢クリーンハイクの歴史と今後 

 

第 43 回を迎えた、「丹沢クリーンハイク」はコロナ禍、2 年間の中止、延期、中止を繰り返し、やっと 

2022 年実施することが出来ました。「丹沢に、年に一度は恩返し」のキャッチフレーズのごとく、神奈川県

の山やのホームグラウンド である丹沢の自然保護に力を尽くしたい、仲間とその行動を共にしたい思いで、

実施にこぎつけたのです。 「丹沢クリーンハイク」はマンネリだ、ゴミがないから、もうやめてもいいのではという

声もあります。山の自然を楽しませてもらっている私たちには、丹沢の自然に対して何ができるのか、じっくり

考えても良いのではないでしょうか。 丹沢クリーンハイク捨てたもんじゃないと思ったことがあります。 神奈

川県連もメンバーであった「神奈川の自然と環境を守る会」の代表だった平松 紘さん(当時青山学院大

学 教授 著作ウォーキング大国イギリスなど)が、クリーンハイクに参加され、以下の感想を寄せてもらいま

した。  
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私には、法律問題など難しいところもありましたが、イギリス人の自然を楽しむ権利を主張し、きちっと保全

していく積極的な行動は見事だと感想を持ちました。多くの人に、丹沢の保全活動を一般化、日常化を

呼びかけ続けて行くことはまだまだ色あせない活動ではないでしょうか。 

 

クリーンハイクの歴史の資料 

 

クリーンハイクの歴史の資料 1995 年朝日新聞掲載 

 



24 

 

 

写真は、「1999 年クリーンハイク」での二ノ塔集中のゴミ撤去の様子です。廃材が撤去された後にカン、

ビンの山が 現れました。このゴミは翌年の「2000 年」にみろく山の会と協力し、神奈川県のヘリで下すこと

ができました。 当時のクリーンハイク実行委員長 佐藤尚次さんは、県連の仲間にこう呼びかけました。

「私たち神奈川県勤労者山岳連盟の丹沢清掃登山およびゴミの持ち帰りの啓もう活動は、すでに 20 

年以上におよび、その成果は少なくないものがあると自負しております。しかし、旧山小屋の廃材や山小

屋周辺に投棄された膨大なゴミの量を見るとき、しばしば呆然とさせられました。これらのゴミを拾い背負っ

て下りることは、危険と隣り合せの重労働です。それでも、あえて清掃登山に挑戦するのは、明日の美しい

丹沢を夢見ているからです。」と。 今はこのような光景はありません。登山道もとてもきれいです。ゴミを探

すのに苦労するほどね。丹沢は身近で、手軽で、登山者はどんどん入ってきます。クリーンハイクを続けてい

くことで、山のマナーを見てもらい、一緒に丹沢を歩くのが私の夢かもしれません。                                               

クリーンハイク実行委員 磯部津輝子 
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団体名

1 川崎勤労者山岳会 https://sangakukai.wixsite.com/kawasakirouzan

2 川崎ハイキングクラブ http://kawasaki-hc.life.coocan.jp/

3 川崎柴笛クラブ http://shibabueclub.blogspot.com/

4 アルパインクラブ横浜 http://acy.jpn.org/

5 藤沢山の会 https://fujisawa-yamanokai.com/

6 小田原ナーゲル山の会 http://nagel.jp/

7 相模アルパインクラブ http://sagamiac.sakura.ne.jp/

8 みずなら山の会 http://www.mizunarayama.com/

9 さがみ山友会 http://sagamisanyukai.ciao.jp/

10 カモの会 http://www.kamonokai.com/hp/index.html

11 雪童の会 http://yukiwarabe.main.jp/wp/

12 地平線の会 http://tiheisen2000z.web.fc2.com/

13 やま++ http://yamaplapla.net/introduction/

14 山ブキの会

15 山岳素行童人メーグリ家 https://www.yamareco.com/modules/yamareco/grpinfo-76.html

16 M＆Ｃ http://mandc.moo.jp/

17 Grazie http://ocha-time.xsrv.jp/

18 銀嶺会 https://ginreikai101.wixsite.com/ginrei

19 SAWA MAFIA

20

神奈川県勤労者山岳連盟加盟団体
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